
鹿児島市立花野小学校 学校だより【 令和５年 10月６日（金）】 

 

【１１月の主な行事予定】 

 １日（水） 地域が育む「かごしまの教育」県民週間 ～７日（火） 

 ２日（木） 東川隆太郎先生による出前授業（６年） 

 ５日（日） なかよし音楽会 第２回学校評議員会 

 ６日（月） 振替休日 

 ８日（水） 市小学校陸上記録会（６年のみ） 

９日（木） 第２回安心安全ネットワーク・スクールゾーン委員会 

１０日（金） 校外学習（４年） 

１１日（土） 土曜授業 

１３日（月） 修学旅行（６年）～１４日（火） 

１５日（水） ６年休養措置日 

１９日（日） PTAリサイクル活動 

２１日（火） 千鶴会交流（３年） 

２７日（月） 就学時健康診断（全学年４時間給食有） 

２８日（火） 市小学校音楽会（４年） 

３０日（木） 持久走大会・学級 PTA 

【１１月の生活目標】    【１１月の保健目標】     【１１月の給食目標】 

☆ものを大切にしよう。   ☆じょうぶな体をつくろう。  ☆楽しく給食ができるように雰囲気作りをしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ http://www.keinet.com/kenos/ 
Ｅメール   s42-keno@keinet.com 

                                                   

 学校では法律により体罰が禁止されています。恐怖で押さえつける教育のデメリットがあまりにも大きいか

らです。 

①叱り方は必ずエスカレートしていく。 

 恐怖を与える叱り方は、繰り返されるうちに、同じ𠮟り方ではいうことを聞かなくなります。更に強烈な恐

怖を与えなければならなくなり、エスカレートしていきます。 

②恐怖から逃れることにしか考えが及ばなくなる。 

 怒られ過ぎると、怒られることから逃れるのみを考え、良心や道徳・人権意識に考えが及ばなくなります。

「見つからなければよい」と考え始め、隠れて悪さをするようになります。 

③自分の思い通りにならない時、同じ手段で相手に分からせようとする 

 自分の思い通りにならないことは誰でも起こります。体罰を受けていると、自分がされたことがフラッシュ

バックし、自分がされたと同じように、相手に恐怖心を与え、分からせようとします。これは負の学びです。 

④心が不安定になる。 

 同じ事でも「昨日は叱られなかったのに、今日は叱られた」が続くと、大人の顔色を見て、善悪を決めるよう

になります。叱る基準をその時の感情で決めないようにしましょう。一貫性がなければ、子供はいつ何で怒ら

れるかもわからず、精神的に不安定になります。 

⑤嫉妬心や怒りの心が強くなる 

 自分はいつもおどおどしていなければならないのに・・。幸せそうな子を見るといらいらしてしまう。これは

大人になっても中々治まることがない気持ちだといいます。  

もし皆様方の中に「わが子を怒ってばかり・・・」「どうしたらいいかわからない。」という方がおられました

ら、学校へ御相談ください。学校ではお話を聞き、今の現状改善に必要な専門機関やサポート機関をお伝えす

ることができます。保護者の皆様方の笑顔を守ることは、子供たちの笑顔を守ることにつながります。秘密は

守りますので安心して御相談ください。 

  気持ちの見直しポイント 

 怒るのは「愛情から」ですが、でもその方法では伝わってないのかもしれません。 

 子供は寂しくても悪さをします。叱ってもらえることを無意識に選んでしまうのです。そのような様子が見

られたら、意識してスキンシップや会話、「ほめる」行為を増やしてみてください。関わりを増やしてくださ

い。子供が驚くほど変わるはずです。 

 教師も親も、子育ては自分育てです。向き合うことでしか解決できないのです。 

 

★あなたは大事な存在だという思いを子供に伝える６つの言葉 

      あわてないでいいよ。 あせらなくていいからね。 あきらめないで。 

      あんしんしていいよ。 ありがとう。 あいしてる。 

                           江幡玲子氏 著書より 

がんばっています花野の子供たち 

「健康邁進」標語コンクール 

【県知事賞】３年 中之間ひまり 

MOA美術館鹿児島児童作品展 

【市教育委員会賞】３年 米盛晟志朗 

【入選】     ５年 山ノ内律平 

地区社会科作品コンクール 

【優秀賞】３年 米盛晟志朗 ４年 増森仁菜 

【努力賞】６年  藤島知史 

県理科研究記録会 

【市特選】４年 増森仁菜 

陸上マスターズ大会１００ｍ走 

【１位】３年 中之間ひまり 

【２位】６年 中之間ひなた 

南日本硬筆展 

【南日本書道会賞】４年 増森仁菜 

【優秀賞】２年 増森壮眞 下田琴々 

３年 栫夏帆 米盛晟志朗 

４年 伊地知蘭 石坂樹徠 菖蒲谷菜々子 

    吉永彩唄 新山愛莉 

６年 清水寧子 

【推薦】１年３人、２年１人、３年４人、 

４年１０人、５年４人、６年２人 

南日本新聞「子供のうた」９月１３日付掲載 

１年 下野比菜『なつのおてがみ』 

～６つの『あ』～  校長 山下 佳子 

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について（６年生）  

 

ペッパーくんがやってきた 

 １０月末日までペッパー 

くんを借用できることにな 

りました。子供たちは興味 

津々の様子で話しかけたり、 

あいさつを交わしたりして 

います。 

今後プログラミングの授業でも活用していき 

ます。 

自校・市・全国の平均正答率の比較 

※全国平均正答率を100とする棒グラフ 

〈国語〉 

 話し手が伝えたいことや自分が聞きたいこと

の中心を捉えることに課題が見られました。そ

こで、伝えたいことを短くまとめて文章に表し

たり、相互の意見の理由を考えさせたりする場

を多く設定していきます。 

〈算数〉 

 比例関係を用いて、答えを式や言葉で記述す

る課題が見られました。そこで，問題を絵や図

等に表す活動を行ったり、見つけ出した答えの

過程を短い文にまとめさせたりする活動を多く

取り入れていきます。 

http://www.keinet.com/kenos/

